
２ 調査結果を踏まえた現状について（小学校国語）

【成果が見られるところ】

○ 目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書くことについて，

正答率は，84.3％（全国：79.7％）でした。 （Ａ問題２一）

正答は，２です。



【成果が見られるところ】

○ ことわざの意味を理解して，自分の表現に用いることについて，正答率

は，ア90.3％（全国：90.0％），イ85.6％（全国：83.6％）でした。

（Ａ問題５）

正答は，ア ３ ，イ ２ です。



【成果が見られるところ】

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたりするこ

とについて，正答率は（２）84.7％（全国：80.0％），（３）92.4％（全国

：94.5％），（４）87.7％（全国：88.8％），（５）78.7％（全国：76.8％）

（６）95.1％（全国：94.5％）でした。 （Ａ問題７）

正答は，以下の通りです。

（２）希望 （３）きげん （４）じむしつ （５）置（いて） （６）しじ

ただし，（１）対象は，正答率45.8％（全国：42.0％）と大きな課題が見られま

した。



【課題が見られるところ】

△ 手紙の構成を理解し，後付けを書くことができることについて，正答率

47.2％（全国：41.5％）でした。 （Ａ問題２二）

正答は，４です。

２の誤答が16.0％（全国：22.0％），３の誤答が27.1％（全国：25.8％）でした。

この中には，自分の名前を手紙の最後に書くと考えていた児童もいたと考えられ

ます。



【課題が見られるところ】

△ 目的や意図に応じ，必要な内容を整理して書くことについて，正答率

は34.0％（全国：33.0％）でした。 （Ｂ問題２三）

正答例は，以下です。

・毎朝水をやらないといけないし，大きな緑のカーテンを作るために，たくさ

んの植木ばちに水をやる必要があるからです。

「たくさんの植木ばちにみずをやること」を取り上げて書くことができていな

い誤答が，29.6％（全国：25.7％）見られました。


